
 
 

 

１ 今年度の環境省・気象庁の情報提供期間は 
令和５年４月２６日（水）～１０月２５日（水）の予定 

近年、学校における熱中症事故は全国で毎年３，０００件程度発生（独立行政法人 

日本スポーツ振興センターによる災害共済給付制度による医療費を支給した件数）し 

ています。気候変動の影響から、今後も災害級の暑さの到来が懸念されており、「熱 

中症警戒アラート（＝暑さ指数の値が３３以上と予想される場合）」の情報提供時期 

も年々早まっています。                          環境省：熱中症警戒アラート  

さらに、５月８日に新型コロナウイルス感染症は「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する 

法律」に基づいて第５類感染症の位置づけとなりました。今後は学校生活もコロナ前の状況に戻り、運動会

や部活動等の取り組みに一層熱が入ることが予想されるなど、活動をする上で様々な配慮が求められます。 

 

 

 

本号では環境省・文部科学省のガイドラインや公益財団法人日本スポーツ協会の資料等を一部まとめまし

た。各学校において、早め早めの熱中症対策により児童生徒等の命や健康を守っていきましょう。  

２ 熱中症を引き起こす条件 
熱中症を引き起こす条件には、気温が高い、湿度が高

い、日差しが強いなどの環境条件のほか、乳幼児や高齢

者、暑さに慣れていないなどの体の条件、長時間の屋外

作業などの行動の条件があります。これらの環境条件の

下で、体から熱が放出されにくくなることで熱中症が発

生しやすくなります。「暑くなり始め」「急に暑くなる

日」「熱帯夜の翌日」は特に注意し、気温や湿度が著し

く高い環境では、なるべく激しい運動やスポーツを控え

ましょう。室内でも、閉め切った部屋や風通しが悪い場

所では、熱中症の危険性が高まるので気をつけましょう。 

熱中症に特に注意が必要な時期 
 特に、５月の暑い日、梅雨の晴れ間、梅雨明け、夏休 

みのお盆明けなど、体が暑さに慣れていないのに気温が 

急上昇するときは特に危険です。無理せず、徐々に体を慣らすようにしましょう。 
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なお、新型コロナウイルス感染症に係る対応については、すでに通知されている「令和5年4月28日付教

保体第216号令和5年5月8日以降の学校生活における新型コロナウイルス感染症に係る対応の基本的な取

り扱いについて 【通知】」をご参照ください。 



３ 熱中症予防の原則 
 

 

 

 

 

 
４「熱中症予防運動指針」 

の確認を！  
公益財団法人日本スポーツ協会では「熱中症

予防運動指針」を右図の通り示しています。暑

さ指数（WBGT）が２８℃以上（厳重警戒）に

なると、熱中症リスクが高まります。２８℃未

満の場合でも運動や激しい作業をする場合は、

定期的に休憩をとり積極的に水分や塩分を補

給するなどの対策をとりましょう。 

 

 

 

５「暑熱順化」で予防・対策を 
暑い日が続くと、体がしだいに暑さに慣れて

暑さに強くなります。これを暑熱順化といいま

す。 暑熱順化は、「やや暑い環境」で「ややき

つい」と感じる強度で毎日３０分程度の運動（ウォーキングなど）を継続することで獲得できます。実験

的には暑熱順化は運動開始数日後から起こり、２週間程度で完成するといわれています。そのため、日頃

からウォーキングなどで汗をかく習慣を身につけて暑熱順化していれば、夏の暑さにも対抗しやすくな

り、熱中症にもかかりにくくなります。じっとしていれば、汗をかかないような季節からでも、少し早足

でウォーキングし、汗をかく機会を増やしていれば、夏の暑さに負けない体をより早く準備ができます。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 参 考 資 料 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

〇学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き【令和３年５月 環境省・文部科学省】 

  https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/sg_sef/20210528_guideline_book.pdf 

 〇熱中症を防ごう【JSPO（公益財団法人日本スポーツ協会）】 

  https://www.japan-sports.or.jp/medicine/heatstroke/tabid523.html 

〇熱中症警戒アラート発表時の予防行動【環境省・気象庁】 

https://www.env.go.jp/content/000127719.pdf 

 〇熱中症ゼロへ～みんなの力で熱中症をゼロにしよう～【日本気象協会推薦熱中症ゼロプロジェクト】 

  https://www.netsuzero.jp/   

１ 環境条件を把握し、それに応じた運動、水分補給を行うこと 
２ 暑さに徐々に慣らしていくこと 
３ 個人の条件を考慮すること 
４ 服装に気をつけること 
５ 具合が悪くなった場合には、早めに運動を中止し、必要な処置をすること 

湿度が高ければ、１ランク厳しい環

境条件の運動指針を適用しましょう


